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江
崎　

ゆ
か
り

﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
：
①
曾
我
蕭
白　

②
寒
山
拾
得　

③
寒
山
詩　

④
賛　

⑤
白
隠
慧
鶴
﹈

は
じ
め
に

江
戸
時
代
中
期
の
絵
師
・
曾
我
蕭
白
（
一
七
三
〇
〜
八
一
）
は
文
化
庁
蔵
《
群
仙
図
屏
風
》
に
代
表
さ
れ
る
人
物
画
を
数
多
く

遺
し
て
い
る
。
本
稿
で
取
り
扱
う
《
寒
山
拾
得
図
屏
風
》（【
挿
図
1
】。
個
人
蔵
。
以
下
、
本
作
と
表
記
）
も
、
寒
山
拾
得
の
ア

ク
の
強
い
容
貌
や
奇
妙
な
姿
形
、
ま
た
、
背
景
の
描
写
の
奇
怪
さ
か
ら
、
蕭
白
の
強
烈
な
個
性
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
た
作
品
と

し
て
知
ら
れ
る
。
右
隻
の
款
記
に
は
「
平
安
曽
我
次
郎
藤
原
暉
雄
圖
」
と
、
左
隻
の
款
記
に
は
「
皇
園
鸞
山
道
人
曽
我
暉
雄
入

道
蕭
白
画
」
と
あ
る
。「
平
安
」、「
皇
園
」
と
、
自
身
が
京
都
の
絵
師
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
作
は
都
の
外
で

制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
（
1
）、
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
制
作
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
《
龐
居
士
・
霊
昭
女
図
屏
風
（
見
立

曾
我
蕭
白
筆
《
寒
山
拾
得
図
屏
風
》（
個
人
蔵
）
に
つ
い
て
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久
米
仙
人
図
屏
風
）》
に
描
か
れ
た
手
前
に
根
を
張
る
枯
木
の
形
状
や
、
明
和
元

年
（
一
七
六
四
）
制
作
の
《
群
仙
図
屏
風
》
右
隻
に
描
か
れ
た
岩
壁
の
表
現
な

ど
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
蕭
白
が
播
州
に
滞
在
し
て
い
た
宝
暦
十
二
年

（
一
七
六
二
）
頃
の
制
作
と
み
ら
れ
て
い
る
（
2
）。

本
作
の
主
題
で
あ
る
寒
山
と
拾
得
は
、
中
国
・
唐
時
代
に
天
台
山
国
清
寺
に
い

た
と
さ
れ
る
奇
人
で
、
禅
宗
の
好
画
題
と
し
て
数
多
く
描
か
れ
た
。
蕭
白
も
本
作

の
他
、
数
点
の
寒
山
拾
得
図
を
遺
し
て
い
る
。
中
で
も
、
蕭
白
の
菩
提
寺
で
あ
る

興
聖
寺
の
蔵
す
る
《
寒
山
拾
得
図
》（【
挿
図
2
】。
以
下
、興
聖
寺
本
と
表
記
）
は
、

本
作
と
共
に
蕭
白
の
寒
山
拾
得
図
の
代
表
作
と
し
て
知
ら
れ
る
。
本
作
と
興
聖
寺

本
は
、
共
に
寒
山
拾
得
の
容
貌
と
姿
形
が
顔
輝
系
の
道
釈
人
物
画
の
延
長
線
上
に

あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
3
）、
白
と
黒
、
阿
吽
、
静
と
動
と
い
う
よ
う
に

寒
山
と
拾
得
が
対
比
し
て
表
さ
れ
る
点
も
、
共
通
し
て
い
る
。

一
方
で
、
興
聖
寺
本
と
本
作
に
は
異
な
る
と
こ
ろ
も
多
い
。
ま
ず
、
両
作
の
背

景
の
描
線
を
見
て
み
る
と
、
興
聖
寺
本
で
は
荒
い
筆
致
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本

作
で
は
全
体
的
に
細
く
固
い
線
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
興
聖
寺
本
の
背
景

は
簡
略
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
本
作
を
見
る
と
、
そ
の
画
面
は
岩
窟
・
岩
壁
・
枯

木
・
滝
と
い
っ
た
山
水
の
景
に
よ
っ
て
、
大
部
分
が
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
本

作
の
よ
う
に
、
背
景
を
描
き
こ
ん
だ
寒
山
拾
得
図
は
珍
し
い
。
更
に
、
興
聖
寺
本

【挿図1】曾我蕭白《寒山拾得図屏風》
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に
は
寒
山
拾
得
の
持
物
と
し
て
、
経
巻
と
箒
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
本
作
に
は
そ

れ
以
外
に
も
、
い
く
つ
か
の
モ
チ
ー
フ
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
寒
山
拾

得
の
持
物
の
多
様
さ
と
い
う
点
も
、
本
作
の
特
徴
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
従
来
、
本
作
は
寒
山
拾
得
図
の
中
で
も
特
異
な
も
の
と
し

て
、
度
々
言
及
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
作
に
関
す
る
専
論
は
な
く
、
そ
の
特

異
性
が
何
に
起
因
す
る
も
の
な
の
か
、
と
い
う
点
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
議
論
は
な

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
曾
我
蕭
白
筆
《
寒
山
拾
得
図
屏
風
》

に
描
か
れ
た
モ
チ
ー
フ
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
本
作
の
特
異
な
点
を
確
認
し
、
次

に
、「
寒
山
詩
」
や
閭
丘
胤
の
「
序
」、
寒
山
拾
得
図
の
賛
な
ど
寒
山
拾
得
に
ま
つ

わ
る
テ
ク
ス
ト
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
一
部
に
留
ま
る
が
、「
寒
山
拾
得
」
と
い

う
画
題
の
イ
メ
ー
ジ
展
開
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
加
え
て
、
江
戸
時
代
中
期

の
禅
僧
・
白
隠
慧
鶴
（
一
六
八
六
〜
一
七
六
九
）
の
作
品
と
の
関
係
か
ら
、
本
作

が
前
提
と
し
て
い
る
寒
山
拾
得
イ
メ
ー
ジ
を
明
ら
か
に
し
、
寒
山
拾
得
図
の
系
譜

に
お
け
る
位
置
づ
け
を
試
み
た
い
。

一
．《
寒
山
拾
得
図
屏
風
》
の
造
形
的
特
徴

ま
ず
、
本
作
の
画
面
を
み
て
い
こ
う
。
右
隻
に
は
、
足
を
組
み
、
岩
窟
に
腰
か
け
て
い
る
寒
山
の
姿
が
描
か
れ
る
。
寒
山
は
右

方
に
目
を
向
け
、
左
手
で
上
方
の
月
を
指
し
て
い
る
。
寒
山
の
傍
の
岩
の
上
に
は
、
手
前
か
ら
香
爐
、
経
巻
、
瓢
箪
が
配
さ
れ
る
。

【挿図2】曾我蕭白《寒山拾得図》
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岩
窟
の
隣
に
は
節
く
れ
だ
っ
た
樹
木
が
描
か
れ
、
茂
っ
た
葉
の
間
か
ら
は
満
月
が
覗
い
て
い
る
。
左
隻
に
は
、
笠
と
竹
筒
が
括
り

つ
け
ら
れ
た
籠
を
箒
の
柄
に
通
し
、
そ
れ
を
肩
に
か
け
谷
の
向
こ
う
を
見
る
拾
得
が
描
か
れ
る
。
拾
得
の
衣
は
風
を
受
け
、
身
体

に
纏
わ
り
つ
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
両
隻
と
も
画
面
全
体
が
モ
チ
ー
フ
に
よ
っ
て
充
填
さ
れ
て
お
り
、余
白
と
い
え
る
部
分
は
、

拾
得
の
頭
上
、
枯
木
の
枝
に
囲
ま
れ
た
わ
ず
か
な
空
間
の
み
で
あ
る
。

背
景
の
描
線
に
目
を
移
す
と
、
拾
得
の
足
元
に
あ
る
草
木
な
ど
を
除
け
ば
、
濃
淡
や
肥
痩
は
使
い
分
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ほ
ぼ

均
質
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
加
え
て
、
モ
チ
ー
フ
の
多
く
が
濃
墨
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
何
よ
り
、
各
隻
の
画
面
の

半
分
以
上
を
占
め
る
岩
窟
と
岩
壁
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
、
一
つ
の
形
態
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
描
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全

体
的
に
固
く
重
い
印
象
を
受
け
る
。
ま
た
、
画
面
の
ほ
と
ん
ど
を
近
景
が
占
め
、
し
か
も
背
後
を
岩
壁
が
遮
断
し
て
い
る
た
め
、

画
面
に
は
奥
行
き
が
感
じ
ら
れ
ず
、
見
る
者
に
圧
迫
感
を
与
え
て
い
る
。

通
常
、
寒
山
拾
得
図
に
お
い
て
背
景
は
描
か
れ
な
い
か
、
描
か
れ
る
場
合
も
簡
素
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
景
観
を
伴
う

寒
山
拾
得
図
の
例
と
し
て
は
、海
北
友
松
筆《
三
酸
・
寒
山
拾
得
図
屏
風
》（
京
都
・
妙
心
寺
蔵
）や
伝
牧
谿
筆《
豊
干
寒
山
拾
得
図
》（
京

都
・
鹿
苑
寺
蔵
）
な
ど
が
あ
る
。
友
松
画
は
、
寒
山
拾
得
を
川
辺
に
配
し
て
お
り
、
周
囲
に
あ
る
木
や
岩
も
柔
ら
か
く
描
か
れ
て

い
る
。
全
体
に
金
雲
が
立
ち
込
め
た
穏
や
か
で
明
る
い
雰
囲
気
の
作
品
で
、
寒
山
拾
得
伝
説
の
舞
台
で
あ
る
天
台
山
の
よ
う
な
深

山
の
厳
し
さ
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
そ
こ
に
描
か
れ
た
景
観
は
、
屏
風
絵
と
い
う
画
面
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
の
単
な
る
背
景
と
し

て
以
上
の
役
割
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
伝
牧
谿
画
に
は
、
そ
そ
り
立
つ
岩
壁
に
寒
山
が
作
っ
た
と
さ
れ

る
「
寒
山
詩
」
の
中
で
も
有
名
な
「
吾
心
似
秋
月
」
の
一
節
を
書
き
つ
け
る
寒
山
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
描
か
れ
た

景
観
も
寒
山
拾
得
の
い
る
天
台
山
を
意
識
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
と
比
べ
て
、
本
作
の
背
景
は
極
め
て
細
か
く
描

き
込
ま
れ
て
い
る
。
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改
め
て
本
作
の
画
面
を
確
認
し
て
お
け
ば
、
寒
山
は
岩
窟
中
に
座
し
た
姿
で
描
か
れ
、
拾
得
は
雲
煙
の
湧
き
立
つ
よ
う
な
山
中

に
配
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
山
水
の
景
を
画
面
全
体
に
余
白
な
く
描
き
こ
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
本
作
で
は
寒
山
拾
得
そ
の
も

の
を
描
く
と
同
時
に
、寒
山
拾
得
の
い
る
「
場
」
を
描
く
と
い
う
こ
と
に
も
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、

こ
の
よ
う
な
単
な
る
背
景
で
は
な
く
、
寒
山
拾
得
の
い
る
「
場
」
を
意
識
し
た
と
考
え
ら
れ
る
表
現
を
、「
環
境
描
写
」
と
呼
ぶ

こ
と
に
す
る
。

ま
た
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
右
隻
（
寒
山
図
）
に
は
経
巻
・
香
爐
・
瓢
箪
が
、
左
隻
（
拾
得
図
）
に
は
箒
・
笠
・
籠
と
い
う
よ

う
に
、
寒
山
拾
得
の
持
物
で
あ
る
多
く
の
モ
チ
ー
フ
が
描
か
れ
て
い
る
。
宋
代
以
降
、
禅
宗
の
好
画
題
と
し
て
描
か
れ
て
き
た
寒

山
拾
得
図
に
は
様
々
な
図
様
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
（
4
）、
そ
の
持
物
に
は
、
経
巻
と
箒
の
ほ
か
、
筆
、
竹
筒
が
挙
げ
ら
れ

る
。
し
か
し
、
本
作
に
描
か
れ
た
香
爐
・
瓢
箪
・
笠
・
籠
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
伝
統
的
に
描
き
継
が
れ
て
き
た
図
様
の
中
に
は
見

ら
れ
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
作
が
寒
山
拾
得
図
の
中
で
も
特
徴
的
な
作
品
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。
で
は
、
そ
の
特
異
性
は
何

に
拠
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
考
察
す
る
た
め
に
、
次
章
で
は
「
寒
山
拾
得
」
と
い
う
画
題
に
つ
い
て
再
確
認
し
た
い
。

二
．「
寒
山
拾
得
」
イ
メ
ー
ジ
の
展
開

寒
山
拾
得
図
の
イ
メ
ー
ジ
の
基
盤
と
な
っ
て
き
た
の
は
「
寒
山
詩
」、『
寒
山
詩
集
』
の
「
序
」（
以
下
、「
序
」
と
表
記
。）、
燈

史
類
と
い
う
三
つ
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
（
5
）。

寒
山
が
竹
や
木
、
石
や
壁
に
書
き
記
し
た
と
さ
れ
る
詩
を
「
寒
山
詩
」
と
い
い
、
そ
れ
を
国
清
寺
の
僧
・
道
翹
が
ま
と
め
た

と
さ
れ
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
『
寒
山
詩
集
』
で
あ
る
。『
寒
山
詩
集
』
は
「
寒
山
詩
」
に
加
え
て
、
豊
干
作
と
伝
え
ら
れ
る
二
首
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（「
豊
干
詩
」）
と
拾
得
作
と
さ
れ
る
五
十
首
余
（「
拾
得
詩
」）
を
含
む
こ
と
も
あ
り
、『
三
隠
詩
集
』
と
も
呼
ば
れ
る
。『
寒
山
詩

集
』
が
実
際
に
い
つ
成
立
し
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、『
新
唐
書
』
や
『
宋
高
僧
伝
』
巻
十
三
の
「
梁
撫
州
曹
山
本
寂
伝
」
に
は
、

「
寒
山
子
詩
」
と
い
う
記
述
が
見
え
る
（
6
）。
こ
の
、「
寒
山
子
詩
」
が
「
豊
干
詩
」
や
「
拾
得
詩
」
を
含
む
も
の
か
は
不
明
だ
が
、

曹
山
の
生
年
が
八
四
〇
年
、
没
年
が
九
〇
一
年
で
あ
る
か
ら
、「
寒
山
詩
」
は
唐
代
・
九
世
紀
後
半
に
は
読
ま
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。「
寒
山
詩
」
の
内
容
は
、
唐
末
の
道
士
・
杜
光
庭
の
『
仙
傳
拾
遺
』
に
あ
る
よ
う
に
（
7
）、
自
然
の
中
で
の
隠

生
活

を
詠
っ
た
も
の
、
僧
侶
へ
の
批
判
、
教
訓
的
な
詩
な
ど
、
多
彩
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
禅
味
を
帯
び
た
詩
や
道
教
思
想
を
反
映

し
た
詩
な
ど
も
見
受
け
ら
れ
る
。

『
寒
山
詩
集
』
に
は
閭
丘
胤
と
い
う
人
物
が
著
し
た
と
さ
れ
る
「
序
」
が
収
録
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
周
知
の
よ
う
に
、
寒
山

拾
得
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
序
」
で
は
、
寒
山
が
天
台
山
の
寒
巌
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
に
隠
棲

し
て
い
る
こ
と
、
時
に
、
拾
得
が
竹
筒
の
中
に
貯
め
込
ん
で
い
る
残
飯
を
貰
い
に
、
国
清
寺
に
出
向
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
寺
内

に
お
い
て
「
叫
喚
快
活
、独
言
独
笑
」
し
た
り
、寺
僧
に
よ
っ
て
追
い
払
わ
れ
て
も
、立
ち
止
ま
っ
て
「
呵
々
大
笑
」
し
た
と
い
っ

た
奇
行
が
語
ら
れ
る
。
寒
山
の
身
な
り
に
つ
い
て
は
、「
形
貌
枯
悴
」、「
樺
皮
為
冠
」、「
布
裘
破
弊
」、「
木
屐
履
地
」、つ
ま
り
は
「
貧

人
風
狂
之
士
」
の
如
く
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
が
、
そ
の
実
、
寒
山
の
言
葉
は
「
理
合
其
意
」
と
さ
れ
、
寒
山
拾
得
が
文
殊
菩
薩
・

普
賢
菩
薩
の
化
身
で
あ
る
と
も
述
べ
ら
れ
る
。
ま
た
、「
序
」
の
後
半
部
で
は
、
筆
者
と
さ
れ
る
閭
丘
胤
と
豊
干
寒
山
拾
得
と
の

交
渉
が
語
ら
れ
る
。

『
寒
山
詩
集
』
に
は
豊
干
と
拾
得
の
伝
記
と
し
て
、「
豊
干
録
」
と
「
拾
得
録
」
と
呼
ば
れ
る
作
者
不
明
の
文
章
が
加
え
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
。「
豊
干
録
」
で
は
、
豊
干
が
虎
に
乗
っ
て
国
清
寺
を
巡
り
歩
い
た
こ
と
が
語
ら
れ
、「
拾
得
録
」
で
は
、
拾
得
が
豊

干
に
拾
わ
れ
た
捨
子
で
あ
り
、
国
清
寺
に
引
き
取
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
な
ど
、「
序
」
の
記
述
か
ら
発
展
し
た
独
自
の
エ
ピ
ソ
ー
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ド
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

高
僧
伝
や
燈
史
類
に
お
い
て
、「
序
」、「
豊
干
録
」、「
拾
得
録
」
の
記
述
を
取
り
入
れ
た
体
系
的
な
寒
山
、
拾
得
、
豊
干
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
編
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、『
宋
高
僧
伝
』（
端
拱
元
年
〔
九
八
八
〕）
か
ら
で
あ
る
。『
宋
高
僧
伝
』
の
寒
山
拾
得

伝
の
大
部
分
は
「
序
」
と
「
拾
得
録
」
か
ら
の
引
用
（
8
）
だ
が
、
そ
の
中
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
、
憲
宗
朝
（
八
〇
五
〜
二
〇
）

に
唐
代
の
禅
僧
・

山
霊
祐
（
七
七
一
〜
八
五
三
）
が
寒
山
拾
得
と
出
会
っ
た
と
い
う
話
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。

系
曰
。
…
…
（
中
略
）
…
…
又
大

祐
公
於
憲
宗
朝
遇
寒
山
子
、
指
其
泐
潭
。
仍
逢
拾
得
於
國
清
。
知
三
人
是
唐
季
葉
時
猶

存
。（
後
略
）

（
傍
線
部
筆
者
）

ま
た
、
趙
州
従

（
七
七
八
〜
八
九
七
）
の
語
録
で
あ
る
『
趙
州
録
』（
紹
興
年
間
〔
一
一
三
一
〜
一
一
六
二
〕
刊
）
に
は
、

師
因
到
天
台
国
清
寺
、見
寒
山
拾
得
。
師
云
、久
向
寒
山
拾
得
、到
来
只
見
両
頭
水

牛
。
寒
山
拾
得
便
牛
作
闘
。
師
云
、叱
叱
。

寒
山
拾
得

歯
相
看
。
師
便
帰
堂
。
二
人
来
堂
内
問
師
、
適
来
因
縁
作
麼
生
。
師
、
乃
呵
々
大
笑
。

一
日
、
二
人
問
師
、
什
麼
処
去
来
。
師
云
、
礼
拝
五
百
尊
者
来
。
二
人
云
、
五
百
頭
水

牛
、

、
尊
者
。
師
云
、
為
什
麼

作
五
百
頭
水

牛
去
。
山
云
、
蒼
天
蒼
天
。
師
、
呵
々
大
笑
。

と
い
う
よ
う
に
、
寒
山
拾
得
と
「
狗
子
仏
性
」
の
公
案
で
知
ら
れ
る
趙
州
と
の
問
答
が
記
さ
れ
る
。『
趙
州
録
』
以
外
に
も
、『
聯
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燈
会
要
』（
淳
熙
十
六
年
〔
一
一
八
九
〕）
に
趙
州
と
寒
山
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
9
）。

こ
の
よ
う
に
、
燈
史
の
記
述
に
お
い
て
は
、

山
や
趙
州
と
い
っ
た
実
在
す
る
禅
僧
と
の
関
係
が
記
さ
れ
る
ほ
か
、「
序
」
な

ど
に
は
見
ら
れ
な
い
独
自
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
豊
富
な
テ
ク
ス
ト
が
、「
寒
山
拾
得
」
と
い
う
画
題
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
が
、
南
宋
か
ら
元
に

か
け
て
作
ら
れ
た
寒
山
拾
得
の
賛
に
は
、
寒
山
拾
得
に
つ
い
て
の
よ
り
豊
か
な
表
現
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
な
か
に
は
視
覚

化
さ
れ
得
る
要
素
（
以
下
、
単
に
「
形
象
」
と
呼
ぶ
）
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
寒
山
拾
得
に
つ
い
て
詠
ま
れ
た
賛
は
、
北
宋
時

代
の
仏
眼
清
遠
（
一
〇
六
七
〜
一
一
二
〇
）
の
語
録
中
に
、

天
台
三
大
士
像
賛
（
10
）

岩
岩
天
台
、
曠
濶
寰
宇
。
大
士
不
我
、
毫
端
莫
取
。

蜀
客
心
狂
、
纖
塵
一
縷
。
屈
指
拊
掌
、
松
石
猛
虎
。

生
涯
何
有
、
流
傳
今
古
。
静
対
虚
堂
、
非
謂
無
補
。

と
あ
る
の
が
、
最
も
早
い
例
と
さ
れ
る
（
11
）。
こ
の
賛
中
に
は
、
豊
干
寒
山
拾
得
の
住
む
天
台
山
や
豊
干
が
連
れ
て
い
た
と
さ
れ

る
虎
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、
寒
山
拾
得
に
つ
い
て
は
未
だ
具
体
的
な
形
象
は
見
ら
れ
な
い
。
寒
山
拾
得
の
賛
に
お
い
て
、
寒

山
拾
得
図
の
典
型
で
あ
る
「
経
巻
・
箒
を
持
つ
」
寒
山
拾
得
や
「
筆
を
執
る
・
墨
を
磨
る
」
寒
山
拾
得
と
い
っ
た
形
象
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
の
は
南
宋
時
代
以
降
で
あ
る
。
例
え
ば
、
石
渓
心
月
（
？
〜
一
二
五
四
）
の
語
録
に
は
、
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豊
干　

寒
拾
（
12
）

執
爨
灰
満
頭
、
掃
地
塵
撲
面
。
嵓
下
細
思
量
、
一
場
不
著
便
。

左
手
執
巻
、
右
手
指
示
。
覿
露
不
覆
蔵
。
幾
人
知
此
意
。
回
首
台
山
鎖
寒
翠
。

對
面
撫
掌
、
両
鏡
相
照
。
雙
磵
與
五
峯
、
冷
地
齊
失
笑
、
喚
作
普
賢
還
料
掉
。

（
傍
線
部
筆
者
）

と
あ
る
よ
う
に
、「
箒
で
地
を
掃
く
拾
得
」、「
経
巻
を
持
つ
寒
山
」、「
普
賢
の
化
身
で
あ
る
拾
得
」
と
い
う
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が

賛
中
で
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
形
象
は
繰
り
返
し
詠
ま
れ
、
寒
山
拾
得
の
賛
に
お
け
る
定
形
と
な
っ
て
い
る
。

石
渓
の
賛
に
あ
る
「
箒
で
地
を
掃
く
拾
得
」
と
「
経
巻
を
持
つ
寒
山
」
は
、
周
知
の
通
り
、
寒
山
拾
得
図
の
典
型
的
な
図
像
で

も
あ
る
。「
箒
で
地
を
掃
く
拾
得
」
に
つ
い
て
は
、
燈
史
の
記
述
中
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
13
）
が
、
実
は
「
経
巻
を
持
つ
寒
山
」

と
い
う
形
象
は
「
序
」
や
燈
史
の
記
述
中
に
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
寒
山
と
経
巻
と
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、

「
寒
山
詩
」
中
に
以
下
の
よ
う
な
詩
が
あ
る
（
14
）。

一
生
慵
嬾
作　

憎
重
只
便
軽　
（
一
生
作
す
に
慵
嬾
し　

重
き
を
憎
み
只
だ
軽
き
を
便
と
す
）

他
家
学
事
業　

余
持
一
巻
経　
（
他
家
は
事
業
を
学
べ
ど　

余
は
一
巻
の
経
を
持
す
）

無
心
装
褾
軸　

来
去
省
人
擎　
（
褾
軸
を
装
す
る
心
無
く　

来
去
す
る
人
の
擎
る
を
省
く
）

応
病
則
説
薬　

方
便
度
衆
生　
（
病
に
応
じ
て
則
ち
薬
を
説
き　

方
便
も
て
衆
生
を
度
す
）

但
自
心
無
事　

何
処
不
惺
惺　
（
但
自
心
の
無
事
な
れ
ば　

何
処
か
惺
惺
な
ら
ざ
ら
ん
）
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（
傍
線
部
筆
者
）

「
寒
山
詩
」
中
に
お
い
て
、「
経
巻
を
持
つ
寒
山
」
と
い
う
形
象
が
見
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
一
首
の
み
で
あ
る
。
こ
の
詩
が
イ
メ
ー

ジ
ソ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
と
は
言
わ
な
い
が
、
寒
山
と
経
巻
と
を
結
び
つ
け
る
一
つ
の
要
素
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
ろ

う
。
こ
の
詩
に
お
い
て
、寒
山
は
「
方
便
」
と
し
て
の
経
巻
を
「
無
心
装
褾
軸
」
と
す
る
こ
と
で
、文
字
や
経
典
に
依
ら
な
い
「
不

立
文
字
」
の
立
場
を
表
明
し
て
い
る
。
寒
山
拾
得
図
の
賛
で
同
様
の
主
旨
を
詠
み
込
ん
だ
も
の
は
多
く
、
無
学
祖
元
（
一
二
二
六

〜
八
六
）
や
月
江
正
印
の
寒
山
拾
得
賛
に
「
寒
山
有
佳
篇
、
白
紙
写
不
到
」（
15
）、「
手
内
一
巻
経
、
字
字
無
人
識
」（
16
）
と
あ
る

よ
う
に
、
そ
の
表
現
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
豊
か
で
あ
る
。

で
は
、「
不
立
文
字
」
は
寒
山
図
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
形
象
化
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
寒
山
図
の
中
に
は
、
閉
じ
た

経
巻
を
持
っ
て
い
る
も
の
（
例
、
霊
彩
《
寒
山
図
》（
大
東
急
記
念
文
庫
））、
経
巻
の
中
身
を
見
ず
に
別
の
方
向
を
向
い
て
い
る

も
の
（
例
、
雪
村
筆
《
寒
山
拾
得
図
》（
栃
木
県
立
博
物
館
蔵
））、
中
が
白
紙
の
経
巻
を
持
っ
て
い
る
も
の
（
例
、
明
兆
筆
《
寒

山
拾
得
図
》（
京
都
・
東
福
寺
蔵
））
な
ど
が
あ
る
。
例
と
し
て
あ
げ
た
作
品
は
賛
を
伴
わ
な
い
が
、
先
に
見
た
賛
に
対
応
す
る
よ

う
な
、
図
様
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
基
本
的
な
寒
山
拾
得
図
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
南
宋
時
代
に
形
成
さ
れ
、
以
降
も
継
承
さ
れ
る
が
、
元
時
代
に
入
る

と
、
よ
り
盛
ん
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
伝
顔
輝
画
や
白
描
画
の
《
四
睡
図
》
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
そ
の
図
様
や
表
現
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
豊
か
に
な
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
並
行
し
て
、
賛
に
あ
ら
わ
れ
る
寒
山
拾
得
の
形
象

に
も
定
形
か
ら
発
展
し
た
も
の
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

元
時
代
の
月
江
正
印
の
語
録
中
に
あ
る
寒
山
拾
得
賛
を
例
に
見
よ
う
。
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寒
山
拾
得
（
17
）

六
月
台
山
雪
、
人
間
沸
似
湯
。
芭
蕉
搖
動
処
、
遍
界
是
清
凉
。

国
清
寺
裏
箇
蓬
頭
、
相
喚
相
呼
去
看
牛
。
禿
帚
玍

偏
峭
措
。
襤

破
衲
轉
風
流
。
拈
来
一
片
芭
蕉
葉
、
写
出
百
篇
張
打

油
。
叵
耐
豊
干
軽
触
諱
。
至
今
落
賺
老
閭
丘
。

（
傍
線
部
筆
者
）

月
江
の
賛
に
は
、「
芭
蕉
の
葉
」と
い
う「
寒
山
詩
」や「
序
」な
ど
の
テ
ク
ス
ト
で
言
及
さ
れ
て
い
な
い
モ
チ
ー
フ
が
登
場
し
て
い
る
。

「
六
月
台
山
雪
」
よ
り
始
ま
る
賛
に
あ
る
「
芭
蕉
搖
動
処
」
と
い
う
句
は
王
維
の
「
雪
中
芭
蕉
」
の
故
事
を
下
敷
き
に
し
て
お
り
、

「
六
月
の
天
台
山
に
雪
が
降
り
、
そ
こ
で
は
芭
蕉
の
葉
が
揺
れ
る
」
と
い
う
現
実
に
は
あ
り
え
な
い
情
景
を
詠
ん
で
い
る
。

「
芭
蕉
の
葉
」
と
寒
山
拾
得
と
の
イ
メ
ー
ジ
の
繋
が
り
は
賛
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
。
寒
山
拾
得
図
の
中
に
は
、
東
京
国
立
博
物

館
蔵
の
伝
因
陀
羅
筆
《
寒
山
拾
得
図
》
の
よ
う
に
、
芭
蕉
の
葉
に
詩
を
題
そ
う
と
す
る
寒
山
の
姿
が
描
か
れ
る
も
の
が
あ
り
、
伝

因
陀
羅
画
の
賛
に
も
「
拈
起
芭
蕉
葉
、
挙
筆
欲
題
詩
（
芭
蕉
の
葉
を
拈
起
し
、
筆
を
挙
げ
詩
を
題
せ
ん
と
欲
す
）」
と
月
江
の
賛

と
同
じ
よ
う
な
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
18
）。
こ
の
よ
う
な
形
象
は
「
序
」
に
「
唯
於
竹
木
石
壁
書
詩
」
と
あ
る
よ
う
に
、
自

ら
の
詩
を
樹
木
な
ど
に
書
き
つ
け
た
と
さ
れ
る
寒
山
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
発
展
し
て
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
芭
蕉
の
葉
」

の
他
に
も
、
元
時
代
以
降
、「
数
珠
」（
19
）
を
持
つ
寒
山
な
ど
、
様
々
な
形
象
が
生
み
出
さ
れ
た
。

以
上
、
寒
山
拾
得
イ
メ
ー
ジ
の
展
開
の
一
部
を
見
て
き
た
が
、
燈
史
に
お
け
る
寒
山
拾
得
伝
や
賛
に
詠
ま
れ
た
寒
山
拾
得
の
形

象
の
中
に
は
、
絵
に
描
か
れ
な
か
っ
た
イ
メ
ー
ジ
も
あ
る
。
例
え
ば
、
燈
史
中
に
あ
る
よ
う
な
寒
山
と

山
、
あ
る
い
は
趙
州
が
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問
答
を
し
て
い
る
様
子
を
描
い
た
絵
と
い
う
の
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
寒
山
の
名
前
の
由
来
で
あ
り
、
彼
の
住
処
で
あ

る
「
寒
巌
」
で
す
ら
、
図
中
に
描
か
れ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
無
い
と
い
っ
て
い
い
。

し
か
し
、《
寒
山
拾
得
図
屏
風
》
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
絵
画
化
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
、
寒
山
拾
得
の
い
る
「
場
」
を

示
す
形
象
が
描
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、「
寒
山
詩
」
に
確
認
さ
れ
る
天
台
山
の
風
景
を
詠
ん
だ
詩
を
簡
単
に
で
は

あ
る
が
見
て
お
き
た
い
。

重
巌
我
卜
居　

鳥
道
絶
人
跡　
（
重
巌
に
我
れ
卜
居
す　

鳥
道
人
跡
を
絶
す
）

庭
際
何
所
有　

白
雲
抱
幽
石　
（
庭
際
に
何
の
有
る
所
ぞ　

白
雲
幽
石
を
抱
く
）

住
茲
凡
幾
年　

屢
見
春
冬
易　
（
茲
に
住
し
て
凡
そ
幾
年　

屢
春
冬
の
易
は
る
を
見
る
）

寄
語
鍾
鼎
家　

虚
名
定
無
益　
（
語
を
寄
す
鍾
鼎
の
家　

虚
名
定
め
て
益
無
し
）

あ
く
ま
で
一
例
で
は
あ
る
が
、
こ
の
詩
は
「
寒
山
詩
」
の
中
で
も
、
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
白
雲
抱
幽
石
」
の
句
は
禅

語
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。「
住
茲
凡
幾
年
」
と
あ
る
よ
う
に
、
詩
の
前
半
は
寒
山
の
住
む
場
所
に
つ
い
て
詠
ん
だ
も
の
で
、

折
り
重
な
っ
て
切
立
つ
巨
岩
、
白
雲
が
棚
引
く
よ
う
な
奥
深
い
山
中
と
い
う
よ
う
に
、
寒
山
の
隠
棲
す
る
場
が
表
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
詩
で
示
さ
れ
た
場
の
イ
メ
ー
ジ
は
、《
寒
山
拾
得
図
屏
風
》
に
お
け
る
岩
窟
や
岩
壁
の
表
現
、
雲
煙
が
広
が
る
描
写
と
重
な

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
図
中
の
滝
や
霊
芝
と
い
っ
た
モ
チ
ー
フ
も
「
寒
山
詩
」
や
「
拾
得
詩
」
に
登
場
し
て
い
る
（
20
）。

更
に
、
本
作
の
寒
山
は
岩
窟
中
に
座
る
と
い
う
図
様
で
描
か
れ
て
い
る
。「
序
」
に
お
い
て
、「
寒
巌
」
に
隠
棲
し
て
い
る
と
さ

れ
る
寒
山
で
あ
る
か
ら
、
本
作
の
よ
う
に
岩
窟
中
に
座
る
寒
山
と
い
う
図
様
は
不
思
議
な
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
寒
山
拾
得
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図
の
多
く
は
彼
ら
を
立
ち
姿
で
描
い
て
お
り
、「
四
睡
図
」の
よ
う
に
座
り
込
ん
で
寝
て
い
る
姿
、岩
に
腰
掛
け
た
姿
な
ど
の
パ
タ
ー

ン
も
あ
る
が
、
本
作
の
よ
う
に
「
寒
巌
」
そ
の
も
の
を
描
い
た
例
は
類
を
見
な
い
。

次
章
で
は
、絵
画
化
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
寒
山
拾
得
の
形
象
を
含
む
賛
の
一
例
を
見
な
が
ら
、そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
蕭
白
《
寒

山
拾
得
図
屏
風
》
の
細
部
に
ま
で
通
じ
て
い
る
可
能
性
を
提
示
す
る
。

三
．《
寒
山
拾
得
図
屏
風
》
に
み
ら
れ
る
寒
山
拾
得
イ
メ
ー
ジ

宋
元
時
代
に
詠
ま
れ
た
寒
山
拾
得
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
日
本
に
伝
わ
り
、
五
山
禅
林
の
中
で
継
承
、
或
い
は
、
更
な
る
発
展
を
遂

げ
る
（
21
）。
本
稿
で
は
、
伝
統
的
な
表
現
か
ら
派
生
的
な
表
現
ま
で
様
々
な
寒
山
拾
得
イ
メ
ー
ジ
を
含
ん
で
い
る
も
の
と
し
て
、

南
北
朝
時
代
の
僧
・
中
巌
円
月
（
一
三
〇
〇
〜
七
五
）
の
賛
を
取
り
上
げ
る
。
中
巌
は
、
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
に
入
元
し
、

天
寧
寺
の
霊
石
如
芝
、
保
寧
寺
の
古
林
清
茂
な
ど
に
参
じ
、
帰
朝
後
、
建
仁
寺
、
建
長
寺
な
ど
に
歴
住
し
た
。

寒
山
拾
得
（
22
）

竹
筒
裡
有
菜
滓　

経
巻
中
無
文
字 

  （
竹
筒
裡
に
菜
滓
有
り　

経
巻
中
に
文
字
無
し
）

奇
哉
奇
哉　

怪
矣
怪
矣 

 
  （

奇
な
る
か
な
奇
な
る
か
な　

怪
な
る
か
な
怪
な
る
か
な
）

眼
孔
　
　

笑
口
張
開　

更
奇
怪
哉   （
眼
孔

　

笑
口
張
開　

更
に
奇
怪
な
る
か
な
）

朝
峨
眉
夕
五
台　

到
頭
身
不
離
天
台 （
朝
に
峨
眉
夕
べ
に
五
台　

頭
身
に
到
る
ま
で
天
台
を
離
れ
ず
）

（
傍
線
部
筆
者
）
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こ
の
賛
は
、
風
狂
の
人
物
と
し
て
の
寒
山
拾
得
の
奇
怪
さ
と
寒
山
拾
得
が
文
殊
普
賢
の
化
身
と
し
て
応
現
し
た
姿
を
詠
ん
だ
も

の
。
賛
中
、
傍
線
で
示
し
た
よ
う
に
、
三
箇
所
で
寒
山
拾
得
を
表
す
詩
句
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
前
半
部
に
は
拾
得
を
示
す

形
象
が
、
後
半
部
に
は
寒
山
を
示
す
形
象
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
、「
竹
筒
裡
有
菜
滓
」
と
あ
る
の
は
、
拾
得
が
料
理
の
食
べ
か
す
を
竹
筒
の
中
に
貯
め
こ
ん
で
い
た
と
い
う
「
序
」
の
記

述
を
典
拠
と
し
て
い
る
。
ま
た
、「
経
巻
」
は
周
知
の
と
お
り
、寒
山
の
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
で
あ
る
。
中
巌
の
賛
に
お
い
て
は
、「
経

巻
中
無
文
字
」、
寒
山
の
持
つ
経
巻
の
中
に
は
字
が
描
か
れ
て
い
な
い
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
述
し
た
よ
う
な
、「
不
立
文
字
」
の

主
旨
を
詠
み
込
ん
だ
も
の
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

次
の
「
笑
口
張
開
」
の
部
分
は
「
序
」
に
お
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
呵
々
大
笑
す
る
寒
山
拾
得
の
姿
を
詠
ん
だ
も
の
。

寒
山
拾
得
の
容
貌
に
つ
い
て
、「
序
」
で
は
「
貧
子
」
の
よ
う
な
有
り
様
で
あ
っ
た
と
言
及
さ
れ
る
に
留
ま
る
が
、
画
賛
に
は
よ

り
具
体
的
に
表
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
中
巌
の
賛
に
あ
る
「
眼
孔

」
の
部
分
は
そ
の
一
例
で
、
中
巌
に
先
ん
じ
る
無
学
の
拾

得
賛
（
23
）
に
も
、「
看
何
書
不
識
義
、
　

眼
枉

気
。
月
照
峨
眉
、
家
山
万
里
。」（
傍
線
部
筆
者
）
の
よ
う
に
同
様
の
表
現
が

見
え
る
。「

」
の
「

」
は
垂
れ
目
、
下
が
り
目
と
い
う
意
で
、「

」
は
、「

」
と
同
じ
で
、
目
や
に
の
こ
と
。

中
巌
の
賛
の
尾
聯
「
朝
峨
眉
夕
五
台
、
到
頭
身
不
離
天
台
」
は
、
文
殊
・
普
賢
の
化
身
で
あ
る
寒
山
・
拾
得
が
、
五
台
山
と
峨

眉
山
に
応
現
し
な
が
ら
天
台
山
を
離
れ
る
こ
と
は
な
い
と
、そ
の
自
在
性
を
詠
ん
で
い
る
。更
に
、そ
の
レ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
、「
朝
」

と
「
夕
」
と
い
う
よ
う
に
、
各
々
が
応
現
す
る
時
間
も
対
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
中
巌
の
賛
の
中
に
は
寒
山
拾
得
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
形
象
、
絵
画
化
さ
れ
得
る
要
素
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
そ
の
中
に
は
、「

眼
」
の
よ
う
に
、「
序
」
や
燈
史
に
記
述
も
な
く
、
絵
画
化
も
さ
れ
て
い
な
い
、
賛
に
独
自
の
形

象
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、「
序
」
や
燈
史
に
記
さ
れ
た
寒
山
拾
得
の
形
象
も
、
そ
の
全
て
が
絵
に
表
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さ
れ
た
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
絵
画
化
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
形
象
が
、
蕭
白
の
《
寒
山
拾
得
図
屏
風
》
に
は
描

か
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

閉
じ
た
経
巻
を
傍
ら
の
岩
に
文
字
通
り
棚
上
げ
し
て
、
呵
々
大
笑
す
る
本
作
の
寒
山
の
姿
は
、
例
に
よ
っ
て
、「
不
立
文
字
」

と
い
う
主
旨
の
反
映
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
拾
得
図
を
見
て
み
る
と
、
そ
の
目
の
表
現
は
独
特
で
、
興
聖
寺
本
の
拾
得
と
比

べ
て
も
、目
尻
が
下
が
り
、下
瞼
の
中
央
部
分
が
不
自
然
に
盛
り
上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
作
に
描
か
れ
た
拾
得
が
「

眼
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
く
と
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
拾
得
の
目
に
注
目
す
る
と
い
う
点
で
、
通
じ
る
と
こ
ろ
は
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
本
作
の
右
隻
で
は
樹
木
の
葉
に
隠
れ
る
よ
う
に
月
が
描
か
れ
、
左
隻
で
は
枯
木
の
枝
に
囲
わ
れ
た

部
分
が
空
白
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
左
右
隻
に
お
け
る
月
の
有
無
と
い
う
の
も
、
月
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
右
隻
の
夜
に
対
し
て
左

隻
を
朝
と
見
て
、
中
巌
の
賛
に
あ
る
「
朝
峨
眉
夕
五
台
、
到
頭
身
不
離
天
台
」
を
表
現
し
た
と
見
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
あ
る

い
は
、
義
堂
周
信
（
一
三
二
五
〜
八
八
）
の
寒
山
拾
得
賛
（
24
）
に
「
掃
塵
埃
忙
忙
、
不
見
天
辺
月
。（
塵
埃
を
掃
き
て
忙
忙
と
し
、

天
辺
の
月
見
え
ず
。）」
と
あ
る
よ
う
に
、
箒
に
掃
か
れ
た
塵
に
よ
っ
て
、
月
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
中
巌
の
賛
に
示
さ
れ
た
形
象
が
、
そ
の
ま
ま
本
作
の
モ
チ
ー
フ
や
表
現
に
当
て
は
ま
る
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
、

蕭
白
が
こ
れ
ま
で
絵
画
化
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
形
象
を
描
い
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
本
作
は
南
宋
時
代
か
ら
蓄
積
さ

れ
た
禅
僧
の
賛
に
詠
み
込
ま
れ
た
寒
山
拾
得
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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四
．
白
隠
画
か
ら
の
引
用

さ
て
、
本
作
に
描
か
れ
て
い
る
モ
チ
ー
フ
は
、「
序
」
等
に
記
さ
れ
、
ま
た
賛
に
詠
ま

れ
た
も
の
に
は
留
ま
ら
な
い
。
香
炉
、
瓢
箪
、
笠
、
籠
な
ど
は
、
そ
れ
ら
に
は
見
ら
れ
な

い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
を
解
釈
す
る
準
備
は
な
い
が
、
本
稿
で
は
拾
得
の
持
つ

籠
の
中
に
描
か
れ
た
、
奇
妙
な
モ
チ
ー
フ
に
注
目
し
た
い
。
天
秤
棒
で
担
が
れ
て
い
る
ら

し
い
竹
籠
は
、
そ
の
一
部
が
こ
ち
ら
に
見
え
て
お
り
、
そ
の
籠
の
上
部
の
半
円
形
の
口
が

開
い
た
部
分
に
、
三
つ
の
楕
円
形
が
重
な
っ
た
よ
う
な
、
短
い
毛
の
よ
う
な
も
の
で
覆
わ

れ
た
モ
チ
ー
フ
【
挿
図
3
】
が
見
え
る
。
わ
ざ
わ
ざ
籠
の
中
身
を
覗
か
せ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
何
ら
か
の
意
味
を
持
た
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

結
論
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
モ
チ
ー
フ
は
栗
で
、
白
隠
筆
《
栗
尊
仏
と
寒
山
図
》（【
挿
図

4
】。
佐
野
美
術
館
蔵
）
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。《
栗
尊
仏
と
寒

山
図
》（
25
）
は
寒
山
が
箒
の
柄
を
使
っ
て
イ
ガ
栗
か
ら
栗
の
実
を
取
り
出
そ
う
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
を
描
い
た
も
の
で
、
賛
に
は
「
た
す
け
給
へ
く
り
尊
佛
の
い
が
が
ら
ん
」
と
あ

る
。
芳
澤
勝
弘
氏
は
、
賛
中
の
「
く
り
尊
佛
」
は
栗
尊
仏
と
過
去
七
仏
の
内
の
拘
楼
孫
仏

を
か
け
た
も
の
と
さ
れ
る
（
26
）。
拘
楼
孫
仏
は
過
去
七
仏
の
四
番
目
で
あ
り
、
賢
劫
千
仏

の
第
一
仏
で
あ
る
。
本
図
は
、
七
仏
の
師
と
さ
れ
る
文
殊
菩
薩
の
化
身
で
あ
る
寒
山
が
拘

楼
孫
仏
を
イ
ガ
の
中
か
ら
ほ
じ
り
出
し
て
、
現
出
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
を
描
い
た
も
の
と

さ
れ
る
。
箒
は
通
常
、
拾
得
の
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
で
あ
る
が
、
作
品
の
主
旨
を
考
え
る
と
、

【挿図4】白隠慧鶴《栗尊仏と寒山図》 【挿図3】曾我蕭白
《寒山拾得図屏風》左隻部分



曾我蕭白筆《寒山拾得図屏風》（個人蔵）について

17

画
中
の
人
物
を
寒
山
と
す
る
の
は
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

《
寒
山
拾
得
図
屏
風
》
の
拾
得
の
背
負
う
籠
の
中
か
ら
見
え
て
い
る
も
の
を
、《
栗
尊
仏
と
寒
山
図
》
の
イ
メ
ー
ジ
を
踏
ま
え
た

イ
ガ
栗
と
す
る
の
は
早
計
だ
ろ
う
か
。
白
隠
画
の
蕭
白
画
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
《
商

山
四
皓
図
屏
風
》
な
ど
に
み
ら
れ
る
簡
略
化
さ
れ
た
大
胆
な
衣
文
線
が
、
白
隠
の
達
磨
図
の
衣
文
線
と
類
似
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
（
27
）。
し
か
し
、
蕭
白
は
そ
れ
に
留
ま
ら
ず
、
イ
メ
ー
ジ
ソ
ー
ス
の
一
つ
と
し
て
白
隠
画
を
用
い
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
こ
と
を
示
す
作
例
と
し
て
、京
都
国
立
博
物
館
蔵《
蹴
鞠
寿
老
図
》【
挿
図
5
】と
個
人
蔵《
定
家
・
寂
蓮
・
西
行
図
屏
風
》【
挿

図
6
】
の
二
点
を
挙
げ
た
い
。
作
品
の
真
贋
に
つ
い
て
疑
問
を
呈
す
る
向
き
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
後
述
の
よ
う
に
、
図
様
自
体
は

蕭
白
の
発
想
に
拠
る
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

【挿図5】曾我蕭白《蹴鞠寿老図》

【挿図6】曾我蕭白
《定家・寂蓮・西行図屏風》
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《
蹴
鞠
寿
老
図
》
は
顔
を
仰
向
け
に
し
て
蹴
鞠
に
興
じ
る
寿
老
人
を
背
後

か
ら
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
し
か
し
、
見
よ
う
に
よ
っ
て
は
、
腹
の
突
き
出

た
布
袋
が
顔
を
上
げ
て
、
上
方
に
あ
る
鞠
を
見
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

《
蹴
鞠
寿
老
図
》
と
同
一
の
構
図
を
示
す
も
の
で
は
な
い
が
、
白
隠
の
画
賛

集
『
揺
艫
船
』（
28
）
に
は
、
三
幅
対
の
左
右
幅
に
寿
老
人
と
布
袋
を
、
中
幅

に
は
鞠
を
描
い
た
「
布
袋
壽
老
蹴
鞠
圖
」（
29
）【
挿
図
7
】
が
収
め
ら
れ
る
。

白
隠
の
賛
（
30
）
ま
で
意
識
し
て
い
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
蕭
白
《
蹴
鞠

寿
老
図
》
の
図
様
は
白
隠
「
布
袋
壽
老
蹴
鞠
圖
」
の
寿
老
人
と
布
袋
の
姿
を

重
ね
合
わ
せ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

《
定
家
・
寂
蓮
・
西
行
図
屏
風
》
は
屏
風
裏
面
の
墨
書
に
あ
る
よ
う
に
（
31
）、

三
夕
の
歌
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
藤
原
定
家
、
寂
蓮
、
西
行
を
秋
の
景
の

中
に
描
い
た
も
の
で
（
32
）、
定
家
と
寂
蓮
を
庵
の
中
に
、
西
行
を
庵
の
外
に

配
し
て
い
る
。
西
行
は
腰
を
か
が
め
草
鞋
の
紐
を
結
ん
で
お
り
、
顔
は
笠
で

隠
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
『
揺
艫
船
』
中
の
「
西
行
問
與
松
図
」【
挿
図
8
】

に
よ
く
似
た
姿
が
認
め
ら
れ
る
。
西
行
は
簡
略
に
描
か
れ
た
松
の
傍
に
描
か

れ
、
足
元
に

が
置
か
れ
る
点
も
一
致
す
る
。《
定
家
・
寂
蓮
・
西
行
図
屏
風
》

の
西
行
の
姿
は
、
こ
れ
を
引
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
蕭
白
は
た
だ
、

か
た
ち
だ
け
を
引
い
て
い
る
の
で
は
な
い
。

【挿図8】白隠慧鶴『揺艫船』
「西行問與松図」

【挿図7】白隠慧鶴『揺艫船』「布袋壽老蹴鞠圖」
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「
西
行
問
與
松
図
」
の
賛
に
は
「
久
に
経
て
」
と
あ
り
、
西
行
の
「
久
に
経
て
我
が
後
の
世
を
と
へ
よ
松
、
跡
し
た
ふ
べ
き
人

も
な
き
身
ぞ
」
の
歌
意
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
山
家
集
』
の
こ
の
歌
の
題
詞
に
は
「
庵
の
前
に
松
の
立
て
り
け

る
を
見
て
」
と
あ
る
の
だ
が
、《
定
家
・
寂
蓮
・
西
行
図
屏
風
》
に
も
庵
が
描
か
れ
、
そ
の
前
方
に
松
が
配
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、

西
行
の
み
が
定
家
、
寂
蓮
と
場
所
を
異
に
し
て
い
る
の
も
、
西
行
の
孤
独
を
詠
じ
た
「
久
に
経
て
」
の
歌
意
を
反
映
し
た
表
現
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、《
定
家
・
寂
蓮
・
西
行
図
屏
風
》
の
主
人
公
は
西
行
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
白
隠
の
「
西

行
問
與
松
図
」
と
「
久
に
経
て
」
の
歌
、
さ
ら
に
三
夕
の
歌
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
発
想
が
、
蕭
白
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
疑
う
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
蕭
白
画
に
は
白
隠
画
を
図
様
だ
け
で
な
く
、
そ
の
意
味
を
も
含
め
て
取
り
入
れ
て
い
る
例
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
白
隠
画
か
ら
の
引
用
を
見
る
と
、
本
作
の
籠
に
見
え
る
奇
妙
な
モ
チ
ー
フ
が
、《
栗
尊
仏
と
寒
山
図
》
か
ら
持
ち
込
ま
れ
、

ひ
そ
か
に
籠
の
中
に
置
か
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。

五
．
白
隠
と
の
関
係

蕭
白
（
一
七
三
〇
〜
八
一
）
と
白
隠
（
一
六
八
六
〜
一
七
六
九
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、は
っ
き
り
と
は
分
か
っ
て
い
な
い
。

蕭
白
は
白
隠
よ
り
四
十
歳
以
上
年
下
で
、
彼
ら
が
直
接
会
っ
た
可
能
性
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
白
隠
は
蕭

白
が
活
動
し
て
い
た
時
期
に
は
、
既
に
有
名
人
で
あ
り
、
蕭
白
が
そ
の
絵
に
触
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
本
稿
で
は
、
蕭
白
と

白
隠
の
間
を
繋
ぐ
と
想
定
さ
れ
る
人
物
と
し
て
、
妙
心
寺
海
福
院
六
世
・
斯
経
慧
梁
（
一
七
二
二
―
？
）
と
白
隠
が
住
し
た
松
蔭

寺
の
あ
る
原
の
郷
士･

植
松
蘭
渓
（
一
七
二
九
〜
一
八
〇
九
）
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。

斯
経
と
蕭
白
に
親
交
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
斯
経
の
賛
が
残
る
《
福
島
正
則
像
》
な
ど
海
福
院
に
お
け
る
絵
画
制
作
か
ら
知
ら
れ
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る
（
33
）。
斯
経
は
享
保
七
年
、播
州
姫
路
に
生
ま
れ
、十
歳
で
京
に
上
り
、十
二
歳
の
時
、海
福
院
の
東
明
和
尚
の
も
と
で
出
家
し
た
。

十
七
歳
で
豊
後
の
少
林
寺
の
寒
巌
壊
灰
（
？
〜
一
七
四
四
）
に
参
じ
る
こ
と
六
年
、
寒
巌
が
遷
化
し
た
後
は
、
駿
河
の
松
蔭
寺
に

お
い
て
白
隠
に
参
じ
た
（
34
）。
こ
の
時
、
斯
経
が
原
宿
の
郷
士
・
植
松
家
の
離
れ
を
借
り
て
、
白
隠
の
も
と
に
通
参
し
て
い
た
こ

と
が
同
家
に
口
伝
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
（
35
）。
こ
の
頃
の
植
松
家
の
当
主
は
五
代
目
・
植
松
章
季
（
一
六
九
六
〜
一
七
六
一
）

で
あ
り
、
の
ち
に
蘭
渓
と
号
し
た
六
代
目
・
季
英
は
十
代
の
若
者
で
あ
っ
た
。

白
隠
と
植
松
家
と
の
繋
が
り
は
四
代
目
・
逵
季
の
代
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
植
松
家
に
は
《
猫
の
巻
物
》
を
は
じ
め
多
く
の
白

隠
の
書
画
が
残
さ
れ
て
い
る
（
36
）。
斯
経
が
ど
れ
ほ
ど
の
期
間
、
植
松
家
に
寄
宿
し
て
い
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
宝
暦
七

年
（
一
七
五
七
）
に
海
福
院
の
住
持
と
な
っ
て
以
降
も
、
植
松
家
、
特
に
六
代
目
の
蘭
渓
と
の
親
交
は
継
続
し
て
い
た
。

植
松
家
に
は
、「
植
松
家
文
書
」（
37
）
と
呼
ば
れ
る
、
多
く
の
文
人
墨
客
か
ら
送
ら
れ
た
書
簡
類
を
含
む
文
書
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
中
に
は
、
画
料
受
領
の
礼
状
や
書
画
の
収
集
に
関
す
る
蘭
渓
と
斯
経
と
の
や
り
と
り
を
記
し
た
書
状
が
み
ら
れ
（
38
）、

斯
経
が
植
松
家
と
絵
師
と
の
間
に
立
っ
て
、
書
画
の
斡
旋
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

斯
経
か
ら
蘭
渓
に
宛
て
た
書
状
の
中
に
「
蕭
伯
」
の
名
が
見
ら
れ
る
書
状
が
二
通
（
39
）
あ
る
。
十
月
十
九
日
付
の
書
状
で
は
、

斯
経
が
「
蕭
伯
」
の
も
と
に
三
回
通
っ
て
、よ
う
や
く
依
頼
し
て
い
た
山
水
図
四
枚
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
ま
た
、

そ
の
四
日
後
の
も
の
と
み
ら
れ
る
十
月
二
三
日
付
の
書
状
で
は
、
斯
経
は
十
九
日
付
の
書
状
に
あ
る
山
水
画
四
枚
に
つ
い
て
、
少

し
画
の
幅
が
広
い
た
め
、
適
当
に
切
っ
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、「
嶋
田
蕭
伯
」
へ
の
次
の
注
文
と
し
て
「
芳
野
遊
」
の

絵
を
考
え
て
い
る
と
記
す
。

書
状
は
双
方
と
も
、応
挙
と
「
蕭
伯
」
に
依
頼
し
た
絵
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
制
作
状
況
を
伝
え
て
い
る
。
植
松
家
に
は
《
牽

牛
花
・
葡
萄
栗
鼠
図
》な
ど
蕭
白
の
諸
作
品
が
伝
来
し
て
い
る
が
、蕭
白
画
の
款
記
等
に「
嶋
田
」と
あ
る
も
の
は
確
認
で
き
ず
、「
嶋
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田
蕭
伯
」
が
蕭
白
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
明
確
に
い
え
る
訳
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
二
通
の
書
状
が
書
か
れ
た
年
も
不
明
で

あ
る
。
し
か
し
、
安
永
八
年
八
月
十
日
付
の
書
状
に
お
い
て
植
松
蘭
渓
が
一
人
娘
さ
み
の
た
め
応
挙
に
「
西
王
母
図
」
を
依
頼
し

て
以
降
、
蘭
渓
と
応
挙
は
斯
経
を
間
に
入
れ
ず
、
直
接
書
状
の
や
り
と
り
を
し
て
い
る
（
40
）
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
通
の
書
状
は

安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
以
前
に
書
か
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。「
嶋
田
蕭
伯
」
を
蕭
白
本
人
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
蕭
白
が

京
都
に
定
住
し
、『
平
安
人
物
志
』
に
名
を
連
ね
た
の
が
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
書
状
は
蕭
白
四
六
〜

五
十
歳
頃
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

蕭
白
と
白
隠
を
繋
ぐ
人
物
と
し
て
は
、
斯
経
の
他
に
、
同
じ
く
白
隠
の
高
弟
で
、
蕭
白
の
菩
提
寺
で
あ
る
興
聖
寺
住
持
の
関
捩

慈
訓
が
い
る
（
41
）。
ま
た
、
蕭
白
と
の
交
友
が
知
ら
れ
る
池
大
雅
（
一
七
二
三
〜
七
八
）
も
白
隠
に
参
禅
し
て
お
り
、
白
隠
の
賛

を
持
つ
大
雅
作
品
が
見
出
さ
れ
て
い
る
（
42
）
こ
と
か
ら
も
、
蕭
白
の
白
隠
画
へ
の
接
近
は
、
こ
う
い
っ
た
周
囲
の
環
境
に
依
る

部
分
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に 

― 

江
戸
時
代
中
期
に
お
け
る
寒
山
拾
得
図 

―

以
上
の
よ
う
に
、
曾
我
蕭
白
《
寒
山
拾
得
図
屏
風
》
に
は
寒
山
拾
得
と
い
う
画
題
の
淵
源
で
あ
る
「
寒
山
詩
」
や
「
序
」
の
記

述
、
中
世
の
五
山
禅
僧
の
手
に
な
る
寒
山
拾
得
の
賛
、
そ
し
て
、
同
時
代
に
お
け
る
禅
宗
の
大
家
で
あ
る
白
隠
の
寒
山
図
な
ど
の
、

長
い
歴
史
の
な
か
で
形
成
さ
れ
て
き
た
寒
山
拾
得
の
イ
メ
ー
ジ
が
取
り
混
ぜ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
寒
山
拾
得
を
深
山
の

中
に
配
す
る
と
い
う
「
場
」
の
設
定
を
基
盤
と
し
て
、
拾
得
の
目
や
背
景
の
描
写
、
籠
の
中
の
栗
と
い
う
よ
う
に
、
本
作
に
は
非

常
に
細
か
い
部
分
に
至
る
ま
で
寒
山
拾
得
を
表
象
す
る
要
素
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

本
作
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、「
寒
山
詩
」
な
ど
の
寒
山
拾
得
に
ま
つ
わ
る
テ
ク
ス
ト
に
表
さ
れ
た
寒
山
拾
得
の
イ
メ
ー
ジ
を
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改
め
て
作
品
に
取
り
入
れ
よ
う
と
い
う
意
識
は
、
同
時
代
の
絵
師
の
作
品
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
与
謝
蕪
村
の
寒
山
拾
得

図
（
43
）
に
は
、
蕪
村
自
身
に
よ
っ
て
、
各
幅
の
上
部
に
「
寒
山
詩
」
と
「
拾
得
詩
」
の
一
節
が
引
か
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。「
寒

山
詩
」
の
内
容
は
多
彩
だ
が
、蕪
村
の
寒
山
拾
得
図
に
引
か
れ
た
詩
の
ほ
と
ん
ど
は
、「
山
林
幽
隠
の
興
」
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

こ
の
特
徴
は
「
拾
得
詩
」
を
引
い
て
い
る
拾
得
幅
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

ま
た
、
蕪
村
の
《
寒
山
拾
得
・
閭
大
使
図
》（【
挿
図
9
】。
個
人
蔵
）
に
は
、
右
幅
に
寒
山
拾
得
が
、
左
幅
に
閭
丘
胤
と
国
清

寺
の
僧
侶
が
描
か
れ
て
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
に「
寒
山
詩
」と「
序
」の
一
節
が
引
か
れ
て
い
る
。
左
幅
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
序
」

の
中
で
も
、
閭
丘
胤
が
国
清
寺
の
僧
の
案
内
に
よ
っ
て
、
厨
房
に
い
る
寒
山
拾
得
の
も
と
を
訪
れ
礼
拝
す
る
も
、
寒
山
拾
得
は
走

り
去
り
、
寒
巌
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
部
分
で
あ
る
。《
寒
山
拾
得
・
閭
大
使
図
》
の
右
幅
の
背
景
に
は
巌
が
描
か
れ
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
本
図
は
寒
山
拾
得
が
寒
巌
へ
と
走
り
去
っ
て
い
く
場
面
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
の
例
で
は
、
直
接
的
に
テ
ク
ス
ト
が
引
用
さ
れ
、
ま
た
そ
こ
に
表
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

伊
藤
若
冲
筆
、
無
染
浄
善
賛
《
厖
児
戯
箒
図
》（【
挿
図
10
】。
京
都
・
鹿
苑
寺
蔵
）
に
は
画
面
手
前
に
箒
を
、
そ
の
後
ろ
に
黒

い
仔
犬
が
描
か
れ
て
い
る
。
黄
檗
僧
・
無
染
浄
善
（
一
六
九
三
〜
一
七
六
四
）
の
賛
で
は
、
箒
は
寒
山
の
持
つ
箒
を
、
仔
犬
は
「
趙

州
狗
子
」
の
公
案
に
登
場
す
る
狗
子
を
示
し
て
い
る
と
さ
れ
る
（
44
）。
寒
山
の
箒
と
「
趙
州
狗
子
」
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
、

そ
の
解
釈
は
稿
を
改
め
て
述
べ
た
い
が
、
門
脇
む
つ
み
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
は
燈
史
に
あ

る
寒
山
と
趙
州
の
問
答
が
発
想
源
と
な
っ
て
い
る
（
45
）。
若
冲
は
《
厖
児
戯
箒
図
》
の
他
に
も
、
同
趣
向
の
作
品
を
数
点
遺
し
て

お
り
（
46
）、
こ
の
図
様
が
好
評
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
箒
と
仔
犬
に
よ
っ
て
、
寒
山
と
趙
州
の
問
答
を
想
起
さ
せ
る
と
い
う
趣

向
は
、
あ
る
程
度
、
禅
に
つ
い
て
の
知
識
を
有
し
て
い
る
人
物
に
と
っ
て
は
、
理
解
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。

蕭
白
、
蕪
村
、
若
冲
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
方
法
で
寒
山
拾
得
に
関
す
る
テ
ク
ス
ト
や
イ
メ
ー
ジ
を
作
品
に
取
り
入
れ
て
い
る
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の
が
了
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
よ
う
な
寒
山
拾
得
図
は
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
に
見
出
さ
れ
る
。
当
初
、
禅
宗
の
世
界
に

お
い
て
受
容
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
寒
山
拾
得
図
は
、
時
代
が
下
っ
て
受
容
層
が
拡
大
す
る
と
、
徐
々
に
画
題
の
一
般
化
が
進
ん

で
い
っ
た
。
特
に
、
江
戸
時
代
中
期
に
入
る
と
、
画
譜
や
『
後
素
集
』
の
よ
う
な
画
題
の
出
典
を
示
さ
な
い
画
題
集
（
47
）
な
ど

の
刊
行
も
相
俟
っ
て
、
経
巻
と
箒
を
持
ち
笑
っ
て
い
れ
ば
寒
山
拾
得
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
な
単
に
図
様
を
写
し
、
ア
レ
ン
ジ
し

た
だ
け
の
寒
山
拾
得
図
も
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

【挿図9】与謝蕪村《寒山拾得・閭大使図》

【挿図10】伊藤若冲筆、無染浄善賛《厖児戯箒図》
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し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
蕭
白
や
蕪
村
、
若
冲
の
描
い
た
よ
う
な
寒
山
拾
得
図
が
出
現
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
十
八
世

紀
京
都
に
お
け
る
禅
林
の
復
興
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
高
峰
東
晙
（
一
七
三
六
〜
一
八
〇
一
）
に
よ
る
五
山
禅
林
の
業
績
の

見
直
し
（
48
）
や
白
隠
に
よ
る
禅
宗
復
興
、
更
に
は
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
よ
り
京
都
五
山
の
間
で
行
わ
れ
た
連
環
結
制
と

い
う
制
度
（
49
）
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
禅
宗
の
興
隆
と
い
う
潮
流
は
、
蕭
白
ら
の
よ
う
な
絵
師
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

も
う
一
度
《
寒
山
拾
得
図
屏
風
》
に
立
ち
返
っ
て
み
る
と
、
本
作
は
顔
輝
系
の
奇
妙
な
容
貌
表
現
、
指
月
の
姿
を
と
る
寒
山
と

箒
を
持
っ
て
地
を
掃
く
拾
得
と
い
う
、
こ
の
画
題
に
お
い
て
伝
統
的
に
描
き
継
が
れ
て
き
た
イ
メ
ー
ジ
を
踏
ま
え
て
い
る
。
そ
の

一
方
で
、
本
作
は
寒
山
拾
得
を
山
中
に
配
し
、
経
巻
と
箒
以
外
の
モ
チ
ー
フ
を
描
き
込
む
と
い
う
よ
う
に
、
寒
山
拾
得
図
の
系
譜

の
中
で
、
非
常
に
特
異
な
作
品
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
表
現
を
見
て
み
る
と
、
モ
チ
ー
フ
は
入
り
組
み
、
暗

い
墨
調
で
表
さ
れ
る
と
い
う
、
室
町
時
代
の
漢
画
系
の
画
風
を
思
わ
せ
る
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
蕭
白
は
伝

統
と
新
意
を
混
交
す
る
こ
と
で
、
本
作
の
よ
う
な
複
雑
な
画
面
を
作
り
上
げ
た
。
そ
れ
は
、
江
戸
時
代
中
期
と
い
う
時
代
に
あ
り

な
が
ら
、
室
町
時
代
に
活
躍
し
た
画
派
で
あ
る
曾
我
派
に
連
な
る
と
自
称
す
る
蕭
白
が
、
自
身
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
て
と
っ
た

表
現
だ
っ
た
。

ま
た
、
本
作
に
は
多
く
の
フ
ァ
ク
タ
ー
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
た
め
、
鑑
賞
者
に
よ
る
読
み
解
き
を
意
図
し
て
制
作
さ
れ
た
作
品

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
本
作
の
受
容
者
と
し
て
、
本
作
に
取
り
込
ま
れ
た
様
々
な
イ
メ
ー
ジ
を
理
解
で
き
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
禅
的
知
識
に
詳
し
い
人
物
や
禅
僧
と
交
流
の
あ
っ
た
人
物
が
予
想
さ
れ
る
。
蕭
白
の
制
作
の
中
で
禅
宗
と
い
う
も

の
が
特
に
重
視
さ
れ
て
い
た
と
い
う
訳
で
は
な
い
が
、
禅
僧
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
蕭
白
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
後
注
目

す
べ
き
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
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注
（
1
）  

本
作
以
外
に
、「
平
安
」、「
皇
園
」
と
款
記
に
あ
る
も
の
に
、
三
重
・
朝
田
寺
蔵
《
唐
獅
子
図
》（
阿
形
：「
平
安
蕭
白
画
」、
吽
形
：

「
皇
園
散
人
曽
我
暉
雄
画
」）、三
重
県
立
美
術
館
蔵
《
塞
翁
飼
馬
・
簫
史
吹
笙
図
屏
風
》（
右
隻
：「
平
安
散
人　

曽
我
蕭
白
暉
雄
図
之
」、

左
隻
：「
皇
園
散
人　

蕭
白
藤
暉
雄
図
」）
が
あ
る
。

（
2
）  

佐
藤
康
宏
「
蕭
白
新
論
」（『
名
宝
日
本
の
美
術
二
七　

若
冲
・
蕭
白
』、
小
学
館
、
一
九
九
一
年
）
一
二
七
頁
。

（
3
）  

松
尾
勝
彦
「
蕭
白
―
人
物
画
を
中
心
に
し
て
」（『
日
本
美
術
工
芸
』
五
三
七
号
、
一
九
八
三
年
）
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
、
前
掲
註

2
、佐
藤
論
文
中
の
「
顔
輝
・
顔
輝
派
の
道
釈
人
物
画
と
日
本
に
お
け
る
展
開
」（
一
二
七
頁
）
に
お
い
て
詳
し
く
検
討
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）  

寒
山
拾
得
図
に
関
し
て
は
、
金
沢
弘
「
寒
山
拾
得
図
」（『
古
美
術
』
二
七
号
、
一
九
六
九
年
）、
栃
木
県
立
博
物
館
編
『
寒
山
拾

得
―
描
か
れ
た
風
狂
の
祖
師
た
ち
―
』（
一
九
九
四
年
）
に
詳
し
い
。
ま
た
、
賛
に
登
場
す
る
寒
山
拾
得
図
の
図
様
の
パ
タ
ー
ン
に

つ
い
て
は
、
横
田
忠
司
「
寒
山
図
」
解
説
（
島
田
修
二
郎
・
入
矢
義
高
編
『
禅
林
画
賛
』、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
八
七
年
）
を
参
照
。

（
5
）  

「
寒
山
詩
」
や
寒
山
拾
得
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
入
矢
義
高
注
『
寒
山　

中
国
詩
人
選
集
5
』（
岩
波
書
店
、

一
九
五
八
年
）、
入
谷
仙
介
・
松
村
昂
『
寒
山
詩　

禅
の
語
録
13
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
年
）
の
「
解
説
」
や
津
田
左
右
吉
「
寒

山
詩
と
寒
山
拾
得
の
説
話
」（『
津
田
左
右
吉
全
集
第
十
九
巻　

シ
ナ
仏
経
の
研
究
』、
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
）
に
詳
し
い
。

（
6
）  

『
新
唐
書
』
巻
五
九 

志
第
四
十
九 

芸
文
三
（
傍
線
部
筆
者
）

 

「
對
寒
山
子
詩
七
巻
天
台
隠
士
。
台
州
刺
史
閭
丘
胤
序
、
僧
道
翹
集
。
寒
山
子
隠
唐
興
縣
寒
山
巌
、
於
国
清
寺
與
隠
者
拾
得
往
還
。」

 

『
宋
高
僧
傳
』
巻
十
三
「
梁
撫
州
曹
山
本
寂
伝
」（
傍
線
部
筆
者
）

 

「
釋
本
寂
。
姓
黄
氏
。
泉
州
蒲
田
人
也
。
…
（
中
略
）
…
復
注
對
寒
山
子
詩
流
行
寓
内
。」

（
7
） 「
多
述
山
林
幽
隠
之
興
、
或
譏
諷
時
態
、
能
警
勵
流
俗
」（『
校
補
本
太
平
廣
記　

上
』〔
中
文
出
版
社
、
一
九
七
二
年
〕
よ
り
引
用
。

引
用
に
あ
た
っ
て
異
体
字
は
新
字
体
に
直
し
た
。
引
用
部
分
の
句
読
点
は
筆
者
に
よ
る
）。

（
8
） 

燈
史
類
に
お
け
る
各
項
の
構
造
は
、以
下
の
通
り
。
豊
干
の
項
で
は
「
豊
干
録
」
と
「
序
」
後
半
部
分
の
閭
丘
胤
と
の
交
渉
部
分
が
、

寒
山
の
項
で
は
「
序
」
の
前
半
部
に
当
た
る
寒
山
の
紹
介
部
分
が
引
か
れ
る
。
拾
得
の
項
の
大
部
分
は
「
拾
得
録
」
か
ら
引
用
さ
れ
、

「
序
」
か
ら
は
表
現
の
異
同
は
あ
る
が
、
道
翹
が
寒
山
詩
を
集
め
、
拾
得
が
偈
を
付
し
た
と
い
う
部
分
が
引
か
れ
て
い
る
。
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（
9
）  

『
聯
燈
会
要
』
巻
二
九
（
卍
続
蔵
七
九
）

 

寒
山
。
因
趙
州
遊
天
台
、
路
次
相
逢
。
山
見
牛
跡
問
州
曰
、
上
座
還
識
牛
麼
。
州
曰
、
不
識
。
山
指
牛
跡
曰
、
此
是
五
百
羅
漢
遊
山
。

州
曰
、
既
是
羅
漢
爲
甚
麼
却
作
牛
去
。
山
曰
、
蒼
天
蒼
天
。
州
呵
々
大
笑
。
山
曰
、
作
甚
麼
。
州
曰
、
蒼
天
蒼
天
。
山
曰
、
這
厮
兒

宛
大
人
之
作
。 

（
傍
線
部
筆
者
）

（
10
）  

『
仏
眼
和
尚
語
録
』（『
古
尊
宿
語
録
』
巻
三
十
、
卍
続
蔵
六
八
）。

（
11
）  
前
掲
註
4
、
横
田
解
説
。

（
12
）  
『
石
溪
心
月
禅
師
語
録
』
下
（
卍
続
藏
七
一
）。

（
13
）  

『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
二
七
（
大
正
蔵
五
一
）。

 

一
日
掃
地
。
寺
主
問
、
汝
名
拾
得
、
豊
干
拾
得
汝
帰
。
汝
畢
竟
姓
箇
什
麼
、
在
何
処
住
。
拾
得
、
放
下
掃
帚

手
而
立
。
寺
主
罔
測
。

（
14
）  

以
下
、「
寒
山
詩
」の
読
み
下
し
に
関
し
て
は
太
田
悌
藏
譯
註『
寒
山
詩
』（
岩
波
書
店
、一
九
三
四
年
）、前
掲
註
5
、入
矢
義
高
書
籍
、

同
註
、
入
谷
仙
介
・
松
村
昂
書
籍
を
参
考
に
し
た
。
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
異
体
字
を
新
字
体
に
直
し
た
。
以
下
の
引
用
で
も
同
じ
。

（
15
）  

『
仏
光
国
師
語
録
』
巻
八
（
大
正
蔵
八
〇
）。

（
16
）  

『
月
江
正
印
禅
師
語
録
』（
卍
続
蔵
七
一
）。

（
17
）  

『
月
江
正
印
禅
師
語
録
』（
卍
続
蔵
七
一
）。

（
18
）  

中
本
大
「
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
と
し
て
の
「
芭
蕉
題
詩
」
―
懐
素
図
・
寒
山
図
か
ら
郭
子
儀
図
へ
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一
一
二
号
、

二
〇
〇
九
年
）

（
19
） 『
紫
柏
尊
者
全
集
』
巻
十
八
（
卍
続
蔵
七
三
）

 
 

寒
山
拾
得
賛

 

兄
持
数
珠
、
弟
握
掃
帚
。
若
問
雌
雄
、
泥
牛
哮
吼
。
山
林
市
城
、
共
覓
無
生
。
取
像
会
意
、
撥
粗
得
精
。 

（
傍
線
部
筆
者
）

（
20
） 「
寒
山
詩
」
よ
り
。（
傍
線
部
は
筆
者
に
よ
る
）

 
 

聳
霄
漢
外　

雲
裡
路

嶢　
（

か
霄
漢
の
外
に
聳
え　

雲
裏
の
路

嶢
た
り
）

 
 

瀑
布
千
丈
流　

如
鋪
練
一
條　
（
瀑
布
千
丈
の
流
れ　

練
一
条
を
鋪
く
が
如
し
）

 
 

下
有
棲
心
窟　

横
安
定
命
橋　
（
下
に
棲
心
の
窟
有
り　

横
に
定
命
の
橋
を
安
ん
ず
）

 
 

雄
雄
鎭
世
界　

天
台
名
獨
超　
（
雄
雄
と
し
て
世
界
を
鎮
す　

天
台
の
名
は
独
り
超
ゆ
）
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「
拾
得
詩
」
よ
り
。（
傍
線
部
は
筆
者
に
よ
る
）

 
 

閑
入
天
台
洞　

訪
人
人
不
知　
（
閑
に
天
台
の
洞
に
入
り　

人
を
訪
ぬ
る
も
人
知
ら
ず
）

 
 

寒
山
爲
伴
侶　

松
下
噉
霊
芝　
（
寒
山
伴
侶
と
爲
し　

松
下
に
霊
芝
を
噉
ふ
）

 
 

毎
談
今
古
事　

嗟
見
世
愚
癡　
（
毎
に
今
古
の
事
を
談
じ　

見
世
の
愚
癡
を
嗟
く
）

 
 

箇
箇
入
地
獄　

那
得
出
頭
時　
（
箇
箇
地
獄
に
入
り　

那
ぞ
出
頭
の
時
を
得
ん
）

（
21
）  
査
屏
球
・
谷
口
高
志
訳
「
寒
山
拾
得
の
受
容
と
そ
の
変
遷
―
五
山
禅
僧
の
詩
歌
・
絵
画
に
見
ら
れ
る
寒
拾
の
形
象
と
宋
元
禅
文
学

の
関
係
」（
堀
川
貴
司
・
浅
見
洋
二
編
『
東
ア
ジ
ア
海
域
叢
書
十
三　

蒼
海
に
交
わ
さ
れ
る
詩
文
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
年
）。

（
22
）  

玉
村
竹
二
編
『
五
山
文
学
新
集
巻
四
集
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
）
所
収
の
も
の
を
参
照
し
た
。
引
用
部
分
の
読
み

下
し
に
あ
た
っ
て
は
、
異
体
字
を
新
字
体
に
直
し
た
。

（
23
）  

『
仏
光
国
師
語
録
』
巻
八
（
大
正
蔵
八
〇
）。

（
24
）  

『
義
堂
和
尚
語
録
』
巻
四
（
大
正
蔵
八
〇
）。

（
25
）  

芳
澤
勝
弘
監
修
『
白
隠
禅
画
墨
蹟
』（
二
玄
社
、二
〇
〇
九
年
）
に
は
本
作
と
同
図
様
の
作
品
が
、他
に
二
点
、掲
載
さ
れ
て
い
る
。

以
下
の
各
番
号
は
『
白
隠
禅
画
墨
蹟
』
の
も
の
と
同
じ
。
二
五
一
《
栗
尊
佛
と
寒
山
拾
得
図
》（
個
人
蔵
）。
二
五
三
《
栗
尊
佛
と
寒

山
図
》（
個
人
蔵
）。

（
26
）  

芳
澤
勝
弘
「
栗
尊
佛
と
寒
山
拾
得
図
」
解
説
（
芳
澤
勝
弘
監
修
『
白
隠
禅
画
墨
蹟　

解
説
篇
』
二
玄
社
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
27
）  

辻
惟
雄
『
奇
想
の
系
譜　

又
兵
衛
―
国
芳
』（
美
術
出
版
社
、
一
九
七
一
年
）
九
四
頁
。
辻
惟
雄
「
達
磨
図
」
作
品
解
説
（
千
葉

市
美
術
館
・
三
重
県
立
美
術
館
編
『
江
戸
の
鬼
才　

曾
我
蕭
白
』〔
一
九
九
八
年
〕。
前
掲
註
2
、
佐
藤
論
文
、
一
一
一
頁
。

（
28
）  

『
揺
艫
船
』
は
宝
暦
九
年
の
序
が
あ
る
白
隠
の
和
歌
集
『
藻
塩
集
』
と
合
冊
さ
れ
、
書
林
柳
枝
軒
小
川
多
左
衛
門
に
よ
っ
て
上
梓

さ
れ
た
。
芳
澤
勝
弘
訳
註
『
白
隠
法
語
全
集　

第
十
三
冊
』（
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
二
年
）
に
収
録
さ
れ
る
。

（
29
）  

『
揺
艫
船
』
中
の
図
の
画
題
は
前
掲
註
28
、
芳
澤
訳
註
書
籍
の
も
の
に
則
っ
た
。
以
下
で
も
同
じ
。

（
30
）  

「
福
禄
寿
お
り
し
き
暮
一
暮
一
／
什
麼
」（
前
掲
註
28
、
芳
澤
訳
註
書
籍
参
照
）。

（
31
） 

狩
野
博
幸
『
も
っ
と
知
り
た
い
曾
我
蕭
白　

生
涯
と
作
品
』（
東
京
美
術
、
二
〇
〇
八
年
）、
七
五
頁
。

（
32
）  

道
田
美
貴
「
定
家
・
寂
蓮
・
西
行
図
屏
風
」
作
品
解
説
（
千
葉
市
美
術
館
・
三
重
県
立
美
術
館
編
『
蕭
白
シ
ョ
ッ
ク
！
！　

曾
我

蕭
白
と
京
の
画
家
た
ち
』〔
二
〇
一
二
年
〕）。
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（
33
）  

土
居
次
義
「
妙
心
寺
海
福
院
の
曽
我
蕭
白
」（『
古
美
術
』
六
二
号
、
一
九
八
二
年
）。

（
34
）  

斯
経
慧
梁
の
事
蹟
に
関
し
て
は
「
扶
宗
大
網
禪
師
斯
經
座
元
略
行
由
」（
白
隠
和
尚
全
集
編
纂
会
編
『
白
隠
和
尚
全
集　

第
八
巻
』

〔
竜
吟
社
、
一
九
三
五
年
〕
に
所
収
）
を
参
照
。

（
35
）  

菅
沼
貞
三
「
植
松
家
の
應
擧
と
大
雅
」（『
大
和
文
華
』
三
〇
号
、
一
九
五
九
年
）
八
〇
頁
。

（
36
）  

植
松
家
伝
来
の
書
画
に
関
し
て
は
、
佐
野
美
術
館
編
『
植
松
家
と
文
人
墨
客　

東
海
の
名
園
に
遊
ぶ
』（
一
九
九
五
年
）
を
参
照
。

（
37
）  
現
在
、
文
書
の
多
く
は
書
画
と
と
も
に
東
京
国
立
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
多
数
残
さ
れ
た
文
書
の
内
、
円
山
四
条

派
関
係
の
も
の
に
つ
い
て
は
佐
々
木
丞
平「
応
挙
関
係
資
料 

植
松
家
の
蔵
品
を
中
心
と
し
て 

上
・
下
」（『
仏
教
芸
術
』七
九
・
八
〇
号
、

一
九
七
一
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
38
）  

前
掲
註
35
、
菅
沼
論
文
。

（
39
）  

以
下
で
抜
粋
、
引
用
す
る
資
料
は
沼
津
市
史
編
さ
ん
委
員
会
・
沼
津
市
教
育
委
員
会
編
『
沼
津
市
史
史
料
編
近
世
2
』（
沼
津
市
、

二
〇
〇
〇
年
、
六
〇
七
〜
九
頁
）
に
所
収
さ
れ
る
植
松
嘉
代
子
氏
所
蔵
の
「
植
松
家
文
書
」
で
あ
る
。「
蕭
伯
」
に
つ
い
て
書
か
れ

た
部
分
に
は
傍
線
を
引
い
た
。

 

一
書
致
啓
上
候
、
寒
冷
罷
成
候
得
共
、
愈
以　

御
家
内
御
清
廉
ニ
御
暮
可
被
成
と
珍
重
ニ
存
候
、
野
院
無
別
条
罷
暮
候
、
御
安
意
可

被
下
候
、
然
ハ
先
達
而
ハ
両
回
預
御
状
、
画
之
義
御
頼
被
下
、
致
承
知
候
、
殊
ニ
金
子
、
宥
公
ゟ
二
歩
請
取
、
此
方
へ
壱
歩
被
遣
之
、

慥
ニ
落
手
申
候
、
圓
山
氏
義
ハ
宥
公
ゟ
被
申
入
候
通
、
殊
外
は
や
り
、
料
物
も
自
然
と
六
ケ
敷
相
成
申
候
故
、
外
之
画
師
ニ
御
頼
之

旨
共
被
仰
聞
、
承
知
申
候
、
当
時
之
名
筆
ハ
第
一
圓
山
氏
ニ
相
聞
申
候
故
、
何
卒
花
鳥
之
外
ハ
圓
山
ヘ
相
頼
申
度
、
兼
而
格
別
懇
意

之
御
事
故
、
折
入
相
頼
申
候
、
然
共
殊
外
取
込
之
様
子
、
四
通
迄
参
上
申
候
得
共
、
未
出
来
故
、
昨
日
罷
越
候
而
居
催
促
ニ
仕
リ
、

外
之
画
用
ハ
相
止
被
申
候
而
、
小
拙
頼
之
画
を
直
ニ
所
望
申
候
而
漸
出
来
、
請
取
罷
帰
候
故
、
今
日
直
ニ
相
認
遺
申
候
、
蕭
伯
之
画
、

是
も
三
通
罷
越
候
而
、山
水
四
枚
出
来
申
候
、御
注
文
之
通
定
而
間
違
有
之
間
敷
存
候
、先
頃
ハ
恵
沢
罷
越
候
而
御
世
話
ニ
罷
成
候
由
、

江
戸
ゟ
申
越
候
、
画
之
事
御
頼
故
此
方
へ
申
越
候
、
其
故
昨
日
ハ
半
日
斗〔

計
〕彼

宅
へ
参
居
候
而
先
相
謁
、
小
拙
も
大
慶
ニ
存
候
、
画
札

も
少
々
ハ
不
足
ニ
候
得
共
、
其
義
ハ
此
方
ゟ
普
請
見
舞
可
致
候
間
、
重
而
御
越
ニ
ハ
及
不
残
候
、
万
々
申
残
候
、
頓
首

 
 

十
月
十
九
日　

海
福
院

 
 

植
松
与
右
衛
門
様 

（
傍
線
部
筆
者
）
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一
書
致
啓
上
候
、
寒
冷
ニ
相
成
候
、
弥
貴
宅
御
清
廉
ニ
御
暮
可
被
成
、
察
入
候
、
野
院
無
別
条
罷
在
候
、
御
安
意
可
被
下
候
、
先
達

而
御
頼
之
画
、
此
度
相
調
候
故
晋
候
、
御
落
手
可
披
下
候
、
嶋
田
蕭
伯
之
内
へ
御
頼
被
成
度
思
召
故
、
島
田
之
方
御
普
請
後
ハ
未
無

之
様
ニ
存
候
、
亦
殊
ニ
芳

（
マ
マ
）野

遊
之
図
ハ
島
田
宜
敷
候
、
蕭
伯
先
達
而
山
水
四
枚
有
之
事
故
、
右
之
通
ニ
存
付
候
、
少
々
画
之
幅

（
ハ
ゞ
）広

ク
候
得
共
、
是
ハ
少
々
故
、
御
切
取
可
然
存
候
、
謝
礼
も
別
紙
ニ
申
晋
候

 
一
圓
山
氏
之
画
被
仰
付
、
承
知
申
候
、
此
義
ハ
急
ニ
ハ
出
来
不
申
候
、
料
物
も
少
々
余
分
相
掛
可
申
候
、
当
分
ニ
而
ハ
出
来
兼
申
候

間
、
追
々
序
之
節
ニ
相
調
候
様
ニ
世
話
可
致
候
、
依
之
先
達
而
三
歩
被
遺
候
金
子
、
此
度
之
謝
礼
分
引
取
、
残
分
返
却
申
候
間
、
先

請
取
置
可
被
成
候
、
主
水
画
出
来
候
上
、
料
之
義
可
申
晋
候
間
、
其
節
御
越
可
被
成
候
、
小
拙
義
も
先
月
迄
ハ
開
山
塔
ニ
相
勤
候
故
、

無
寸
暇
罷
暮
、
漸
此
節
ニ
右
之
画
も
謝
礼
等
取
仕
舞
申
候
、
次
第
ニ
多
用
ニ
罷
成
候
故
、
ヶ
様
之
世
話
も
行
届
兼
申
候
、
兼
々
左
様

思
召
置
可
被
下
候
、
御
内
室
御
無
事
と
察
入
候
、
能
々
御
心
得
可
被
下
候
、
来
春
比
ハ
何
卒
御
登
京
被
成
候
而
、
直
ニ
主
水
へ
御
頼

も
有
之
候（

マ
マ
）得

ハ
、
早
速
ニ
出
来
申
候
、
拙
子
ゟ
頼
入
置
候
画
共
、
十
年
余
ニ
相
成
候
得
共
今
以
出
来
不
申
、
致
方
も
無
之
仕
合
ニ
罷

在
候
、
当
人
ゟ
直
ニ
頼
之
事
ハ
格
別
ニ
早
ク
出
来
申
候
事
ニ
御
坐
候
、
世
間
之
浮
沈
ハ
可
有
之
義
、
一
向
御
抛
下
被
成
、
保
養
之
為

ニ
雑
事
御
忘
レ
有
之
様
ニ
と
存
候
、
当
院
義
仙
臺
ゟ
不
埒
故
不
都
合
ニ
罷
成
、
相
続
も
無
心
元
様
ニ
相
成
申
候
、
万
々
面
上
可
申
述

候
、
恐
惶
不
宣

 

海
福
院

 
 

十
月
廿
三
日　

斯
経
（
花
押
）

 
 

植
松
与
右
衛
門
様 

（
傍
線
部
筆
者
）

（
40
）  

高
橋
敏
『
地
方
文
人
の
世
界
』（
同
成
社
、
二
〇
一
一
年
）
六
三
頁
。

（
41
）  

加
藤
正
俊
「
伊
藤
若
冲
と
曽
我
蕭
白
を
め
ぐ
る
禅
僧
」（『
花
園
大
学
研
究
紀
要
』
二
三
号
、
一
九
九
一
年
）。

（
42
）  

辻
惟
雄
「
池
大
雅
筆 

白
隠
慧
鶴
賛 

葛
の
葉
図
」（『
国
華
』
一
三
二
五
号
、
二
〇
〇
六
年
）

（
43
）  

尾
形
仂
・
佐
々
木
丞
平
・
岡
田
彰
子
校
注
『
蕪
村
全
集
六　

絵
画
・
遺
墨
』（
講
談
社
、
一
九
九
八
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
寒

山
拾
得
図
は
十
一
点
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
賛
を
「
寒
山
詩
」
や
「
拾
得
詩
」、「
序
」
か
ら
引
用
し
て
い
る
も
の
は
三
点
あ
る
。
以
下

の
各
番
号
は
『
蕪
村
全
集
』
の
も
の
と
同
じ
。（
四
二
三
《
寒
山
拾
得
・
閭
大
師
図
》（
安
永
九
年
）
＝
〔
右
幅
〕「
寒
山
詩
」〔
左
幅
〕

「
序
」、四
六
八
《
寒
山
拾
得
図
》（
天
明
元
年
）
＝
〔
右
幅
〕「
寒
山
詩
」〔
左
幅
〕「
拾
得
詩
」、四
六
九
《
寒
山
拾
得
図
》〔
右
幅
〕「
寒
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山
詩
」〔
左
幅
〕「
拾
得
詩
」）

（
44
）  

無
染
浄
善
の
賛
は
以
下
の
と
お
り
。
読
み
下
し
は
筆
者
に
よ
る
。

 
 

「
趙
州
門
外
小
厖
児
、
来
倚
寒
山

帚
戯
。
仏
性
不
須
問
有
無
、
諸
塵
三
昧
従
斯
起
。（
趙
州
門
外
の
小
厖
児
、
来
た
り
て
寒
山
の

帚
に
倚
っ
て
戯
る
。
仏
性
有
無
を
問
ふ
を
須
ひ
ず
、
諸
塵
三
昧
斯
れ
よ
り
起
こ
る
。）」

（
45
）  

門
脇
む
つ
み
「
趙
州
狗
子
話
と
絵
画　

祖
師
図
、
肖
像
画
、
宗
達
、
若
冲
」（『
城
西
国
際
大
学
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
四
号
、

二
〇
〇
九
年
度
）。

（
46
）  
伊
藤
若
冲
筆
、
無
染
浄
善
賛
《
仔
犬
に
箒
図
》（
細
見
美
術
館
蔵
）・
伊
藤
若
冲
筆
、
栗
柯
亭
木
端
賛
《
箒
に
狗
子
図
》（
個
人
蔵
）。

（
47
）  

狩
野
一
渓
『
後
素
集
』（
巻
第
三　

羅
漢
祖
師
）
で
は
、
寒
山
拾
得
に
関
し
て
以
下
の
二
項
が
挙
げ
ら
れ
る
。（
坂
崎
坦
編
『
日
本

画
論
大
観
』
よ
り
引
用
。
引
用
に
あ
た
っ
て
異
体
字
は
新
字
体
に
直
し
た
。）

 

「
四
睡
図　

豊
干
禅
師
、
寒
山
、
拾
得
、
虎
、
何
も
臥
睡
し
た
る
体
。」

 

「
寒
山
揮
毫
図　

寒
山
、
岩
に
物
書
体
。」

（
48
）  

高
峰
東
晙
に
つ
い
て
は
『
近
世
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
中
「
建
仁
寺
高
峰
禅
師
伝
」
の
他
、伊
藤
東
慎
『
黄
龍
遺
韻
』（
一
九
五
七
年
）、

同
氏「
高
峰
東
晙
―
五
山
文
学
研
究
の
先
駆
者
」（『
季
刊
禅
文
化
』第
七
十
号
、一
九
七
三
年
）、住
吉
朋
彦「
高
峰
東
晙
の
学
績
」（『
文

学
』
十
二
（
五
）
号
、
二
〇
一
一
年
）
に
詳
し
い
。
高
峰
の
生
没
年
に
関
し
て
、『
近
世
禅
林
僧
宝
伝
』
に
は
「
師
以
安
永
八
年
化
。

年
六
十
有
六
」
と
あ
り
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
没
、
遡
っ
て
、
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
生
ま
れ
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
住

吉
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
高
峰
が
寛
政
（
一
七
八
九
〜
一
八
〇
一
）
か
ら
享
和
年
間
（
一
八
〇
一
〜
一
八
〇
四
）
に
か
け
て
、
自
筆

写
本
に
識
語
を
残
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
筆
者
も
伊
藤
前
掲
書
、
住
吉
前
掲
論
文
に
お
け
る
高
峰
の
生
没
年

に
従
っ
た
。

（
49
）  

桜
井
景
雄
「
連
環
結
制
に
つ
い
て
」（『
禅
宗
文
化
史
の
研
究
』、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
六
年
）
二
〇
九
頁
。
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【
図
版
出
典
】

図
1
・
2
・
3
・
5
・
6
：
千
葉
市
美
術
館
・
三
重
県
立
美
術
館
編
『
蕭
白
シ
ョ
ッ
ク
！
！　

曾
我
蕭
白
と
京
の
画
家
た
ち
』
二
〇
一
二

年

図
4
：
芳
澤
勝
弘
監
修
『
白
隱
禪
画
墨
蹟　

禅
画
篇
』（
二
玄
社
、
二
〇
〇
九
年
）

図
7
・
8
：
執
筆
者
撮
影
。

図
9
：M

IH
O
 M
U
SEU
M

編
『
与
謝
蕪
村 

翔
け
め
ぐ
る
創
意
』
二
〇
〇
八
年
。

図
10
：
千
葉
市
美
術
館
・
静
岡
県
立
美
術
館
編
『
伊
藤
若
冲　

―
ア
ナ
ザ
ー
ワ
ー
ル
ド
―
』
二
〇
一
〇
年
。
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O
n Soga Shōhaku’s “H

anshan and Shide screens”

EZA
K

I, Yukari

From
 the m

eticulous and delicate rendering of the landscape to the depiction of the scroll and broom
 associated w

ith 
H

anshan and Shide, Soga Shōhaku’s “H
anshan and Shide screens” is considered to be a unique exam

ple am
ong the num

erous 
paintings on this them

e. H
ow

ever, to date, there has been no scholarship that discusses the idiosyncrasies of this painting.
This paper exam

ines the developm
ent of visual representations of “H

anshan and Shide” by com
paring im

ages of this 
them

e to textual resources such as the “H
anshan’s P

oetry”, Lu Jiuyin’s preface of the “H
anshan’s P

oetry”, and inscriptions 
by Zen m

onks. This com
parison questions the connections betw

een text and im
age and looks at how

 H
anshan and Shide w

ere 
visually interpreted. There are m

any extant inscriptions on H
anshan and Shide that reveal diverse im

ages of the tw
o fi gures, 

am
ong them

, an inscription by the N
anboku period Zen m

onk, C
hūgan Engetsu. Focusing on C

hūgan’s text, I dem
onstrate 

that Shōhaku appropriated the depictions of H
anshan and Shide from

 this source and incorporated it into his ow
n painting.

B
esides text, I explore the relationship betw

een Shōhaku’s “H
anshan and Shide screens” and the m

id-Edo period Zen 
m

onk, H
akuin Ekaku’s Zenga (“Zen paintings”). Scholars have discussed the infl uence of H

akuin’s paintings on Shōhaku’s 
w

orks. For instance, they have pointed out the sim
ilarities in brushstroke betw

een Shōhaku’s “The F
our Sages of M

ount 

Shang”, currently in the M
useum

 of Fine A
rts, B

oston, and H
akuin’s “D

arum
a”. H

ow
ever, H

akuin’s paintings could have 
been just one of m

any visual sources that Shōhaku used.
B

ased on the textual and visual sources above, m
y paper attem

pts to re-position Shōhaku’s “H
anshan and Shide screens” 

w
ithin the genre of H

anshan and Shide paintings.
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（
人
文
科
学
研
究
科
美
術
史
学
専
攻　

博
士
後
期
課
程
三
年
）　


